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『遠い祖国の岸辺を求めて』考
浅岡宣彦
オペラ「イーゴリ公Jの作曲で知られるボロデインは高名な化学者であり、
作曲した作品の数は決して多くはない。ボロデインの歌曲の捧尾を飾る作
品はプーシキンの詩に曲をつけたロマンス「遠 い祖国の岸辺を求めてJであ
ろう。悲しみの感情を抑制しつつ、あたかも遠い昔の想い出を手繰り寄せる
かのように、静かに、単調な口調で「遠い視国の岸辺を求めて、あなたは異
国の地を後にしたJと歌いだす。最初の「祖国の岸辺を求めてjは嬰ハ短調の
ドの音が 7音続く重々しい荘重な出だしである。次第に感情を高揚させ、それ
からまた一旦声の調子を低めて相手に語りかけるかのように、「あなたは言っ
た:再会の日にはJ、この後、休止をはさんで再び高揚させ、内に秘めてい
た想いを爆発させるかのように、 f永遠に蒼い空の下で、オリーブの木陰でJ
I愛のくちづけを再び交わしましょうJ、と続ける。けれどもその約束は果たさ
れなかった。再び、打ち沈んだ音調で、「しかし彼の地で、ああ、蒼脊が青い
光に輝いている場所で、(…)あなたは最後の眠りについたJと歌う。この省
略した個所は原作とロマンスで何故か歌詞が異なっている。原作の「オリー
ブの木陰が水面にゆれる場所でjが、ボロデインの歌詞では、「巌の下に海
がまどろむ場所で」に変更されている。更に音調は小さな下降・上昇を繰り
返しながらフィナーレに向かう。「あなたの美しさ、あなたの苦しみは墓石の彼
方に消えたj、「再会のくちづけも消えてしまったJ。厳しい現実が詩人に突
きつけられる。彼女は死んだ、再会の日に交わそうと約束してくれたくちづけ
も彼女と共に消えてしまった。しかし詩はここでは終らない。最後の l行が残さ
れている。最後の詩句は全く同じ音(嬰ノ、短調のラ)が 8個連なり、官頭のドの
速なりと呼応するかのように、更に低い音調で、しかし自らに言い聞かすよう
に「けれどわたしはそれを待つ:あなたからのくちづけを」、と祈るように歌う。こ
の最後の詩句は難解である。今、手元に三種類の邦訳がある。最終の第 3
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連のみ引用してみよう。
A氏の訳「ああけれど青くかがよう空のもと
オリーヴの影が水面にうつる土地で
君はめざめぬねむりについた。
うるわしい君の面影君のなやみは
墓石の下につめたく消えた。
けれど逢瀬のあまいくちづけは・... 
わたしはそれをとわにまっとわにまつ
君とともに消えたそのくちづけを・・・・ J(1953年)
B氏の駅「けれどああそこに青天井が
コノ勺レトの光にかがやくところに
オリーヴが水な面に影するところに
あなたは最後の眠りについたのだ
あなたの美しさもあなたの苦悩も
今は墓の骨壷の中に消えてしまい
逢う瀬のくちづけも消えたけれど・.
わたしは待つのだあなたとともに消えたそのくちづけを・・・ ・J
( 1959年)
C氏の訳「しかしおおその地で大空の天蓋が
青い光にかがやきわたるその地で
オリーブの木陰が水面にゆれるその地で
あなたは最期の眠りについたのだった。
あなたの美しさあなたのもろもろの苦しみは
墓標のうちに消え去ってしまった。
それらとともに 再会のくちづけも・・・・。
けれどわたしはまちつづけるあなたとともに消えたそのくちづけ
を・・・・ J(1973年)
逢瀬のくちづけ、再会のくちづけは消えてしまった、だから「あなたとともに
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消えたそのくちづけを..J私は待つ、とし、う訳は最も自然な形に思われるかも
知れない。しかし果たしてそうであろうか。最後の 2行は何を意味しているの
か。ゲ、ルシェンゾンは、「あなたの美しさは、あなたの諸々の苦悩は/墓石の
彼方に消えてしまった一/それらと共に再会のくちづけも.../けれどわたし
はそれを待つあなたからのくちづけを...J、最後の 4 行を引用したあとで、
次のように書き記した。「プーシキンはこれらの謎めいた詩句で何を言おうと
したのだろうか。彼はまだ生きている内に影のくちづけを待っているということ
なのだろうか。 ーそれは彼の考えに完全に合致しているだろう。それとも更に
大胆に一死んだ後で彼と彼女が再会を果たし、影と影がくちづけを交わし
て合体すると言う意味なのだろうか。明らかなことはひとつ、《影から》約束の
くちづけを待つことが出来えたのは、個人の不滅だけではなく、彼岸の存在
の一定の具現を真から信じていた人間のみであった、ということである。J1 
この様に、ゲノレシェンゾンは「プーシキンの影 jと題された論文の中で、プ
ーシキンの作品に登場する影を考察の対象としている。ゲ、ルシェンゾンに拠
れば、プーシキンが彼岸の存在について関心を抱いたのは 16歳、 17歳の
頃である。当時プーシキンは次のように問題を掲げた。第 lに、人間は肉体
だけでなく、精神も、完全に死んでしまうのか、それとも死者の人絡は、他の、
非物質的姿形をまとって保持され、《影))， ((亡霊》の形で存在し続けるの
か? 第 2 に、人間よりもその人の《影》が生き延びるとすれば、その《影》は
生前の、地 上 における感情を保持しているのか、それともそれは地上の一
切合財から切り離されて、彼岸の無感覚と記憶の喪失の世界に完全に沈
潜してしまうのか? 1 82 1 年の詩(~戦争~)の中で詩人は問し、かける。「何も
かも消えてしまうのだろうか。若い日々に抱いた期待も、心のなかの神 聖な
炎も、 高尚を目指した心も、兄弟や友人たちの思い出も、(••• )それに汝、
汝も、恋よ?Jo 1 822 年 の詩 (~タヴリーダ~)では無常 に対する恐怖の叫び
が聞かれる。「汝、心の届かぬ閣の世界、盲目の絶望の隠れ家である無常
よ!(一回)私は今でもお前を信じない、お前は人間の思想、とは無縁なのだん
1823年の詩『恐ろしい時が訪れる』では「心は殊勝に憐れみを願うのに対し、
知性(理性)は高圧的に情け容赦のない判決をくだしているJ。次第に感情
と理性の間で葛藤が展開されてして。1825年には穏健な信仰の声が影 を
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潜め、疑念の言葉が信仰を凌駕してし、く。プーシキンの意識は悩ましい葛
藤に襲われる。人間の死後の人格が不滅であるという考えは空想であって、
基揚が虚無であること、それ自体を否定することはできない。しかしその空想
を信じないわけにはいかない。ゲル、ンェンゾンは指摘する。この魂の分裂、思
想と感情の悩ましい車L離がプーシキンの創作に悲しい色調を与えることにな
ったのである、と。その結果、プーシキンの作品には二つの系列の作品が誕
生する。一方は否定的であり、他方は肯定的な作品である。肯定的系列の
作品に挙げられているのが詩『遠い祖国の岸辺を求めて』である。ゲノレシェ
ンゾンの結論を最後に引用しておく。「体験からプーシキンが確信していた
のは、死が肉体のみでなく、人間の人格そのものも破壊してしまうことであっ
た。(他方)信仰は、人格が肉体の死後も生き続けるということを、彼に執劫
に繰り返した。この様な矛盾は意識の中で折り合うことが可能であろうか。し
かし人間の精神の一般的法則はこの様なものである。信仰と経験主義は
常に共存しているだけでなく、一方だけでは存在することが出来ない。それ
は人間界における肉体のない魂、或いは魂のない肉体と同断であろう。
(ー.)彼岸の生命に関する問題でプーシキンの《諾》か《否》かは互いに排除
しあうこつの命題ではなく、性質を異にするこつの真実である。一方は理性
の真実であり、他方は魂の真実である。 J2 長い紹介になったが、ゲ、ル、ンェ
ンゾンはこの様な考察のあとで上述の疑問を呈したのである。
最後の l行 (Yazhdu ego・onza tovoj..))の文字通りの訳は、「私はそ
れ(再会のくちづけ)を待つ-それはあなたの背後にあるJとなる。この場合の
前置調 za の用法が問題になる。前置詞 zaは造格を要求する場合、一
般的には 1.~の背後に、~の後ろに、 2 . ~に向かつて、 3. ~の後について、
4. ~に代わって、 5. (所属 ・帰属 〉などの意味がある。プーシキン辞典に拠
れば、「あることを遂行する義務または権利を有する人を示す名詞とともに
用いられるJとあり、用例として、『その一発』の中の次の文が引かれている。
(Yystrel za mnoyu; ya priexal razryadit' moj pistolet.))意訳すれば、
f弾を態つ権利は私にある。私は私のピストノレに弾を込めるためにやって来
たJとなる。つまり、くちづけをする権利(または義務)はあなたにある、というこ
とで、「あなたのあとにしたがって消えたくちづけJとしづ意味ではなさそうである。
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2 
さて、この詩が舎かれたのは 1830年の秋で一般に〈ボルジノの秋〉と呼
ばれ、僅か 3ヶ月の聞に多くの作品を創作したことで夙に知られている。代
表作『エヴゲーニイ・オネーギン』に終止符を打ったのもこの秋であり、 5編の
短編小説を束ねた作品『ベールキン物語』、 4 編の((小悲劇》、即ち『喜沓
の騎士』、『モーツアルトとサリエーリ』、『石の客』、『ベスト流行時の宴』、更
には叙事詩『コロームナの家』や民話『幼主と下男パノレダの話』、行情詩の
中にも重要なものが何編も書かれている。結婚を間近に控え、花嫁の持参
金を工面するために 1ヶ月の予定で父方の領地ボルジノに到着したのが 9
月、しかしやがてコレラが周囲に発生し、 3 ヶ月間身動きできない状況にお
かれ、一方では、モスクワにいる婚約者の身を案じつつ、他方では、死の危
険を感じつつ、これまで書き溜めた原稿を次々に脱稿し、過去の思い出に
訣別をし、新しい生活へ心を切り替えていった時期である。従って、このボ
ノレジノの秋の作品に特徴的なテーマのひとつは《追憶と別れ》である。韻文
小説『エヴゲーニイ・オネーギン』の第 8T，i (後の「旅の断章J)は 9月 18日
に、最終章と成る第 9章《後の第 8宣言》は 9月 25日に細管し、翌年、「オ
ネーギンの手紙Jが加筆されて作品全体の完成をみているが、この最終章
にはさまざまな別れのモチーフが描かれている。オネーギンとタチヤーナの別
れ、作者とオネーギンとの別れ、作者と読者との別れ、作者と青春との別れ、
等々である。「ここで私の主人公を/彼のためには不幸な今のこの時に/読
者諸君よわれわれは残して行こう/長く一いや永久に。 Jr読者よきみ
がだれであろうと/友であろうと敵であろうと 私はきみと/今はよき友人とし
て別れたい。 Jrきみともださようなら私の奇妙な道連れよ/それからきみも
あぎむかぬ私の「理想 jよ/それからきみもささやかながらも生命にみちた/
不断の労苦よ。 Jrああいかばかり多くのものを運命は奪い去ったか! /旨
酒にみちた酒盃を底の底まで/飲み干すことなく人生の/祝典を早ぱやと
辞し去った者/人生のロマンを読み終えずして/ちょうど私がエヴゲーニイと
別れたように/にわかにそれと別れえた者はげにさいわいなるかなJ(以上、
木村彰一訳)3 独身生活における最後の孤独な時間に詩人は一連のエ
レジーで過去に愛した女性にも別れを告げている。特に、『別れ』、『呪文』、
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『速い祖国の岸辺を求めて』は評者の間で《別れの三部作》として括られる
ことが多い。『別れ』は 10月 5日に、『呪文』は 10月 17日に(II月 17日と
いう説もある)、『遠い祖国の岸辺を求めて』は II月 27日に書かれた。誰に
宛てて書かれたものか、同一の女性か、それとも複数の女性に宛てられたも
のか、或いは具体的な相手を想定しないで書かれたものか、最終的な意見
の一致は見ていない。『別れ』はオデッサ時代の上司ヴォロンツオフ伯爵夫
人、エリザヴェータ (1792-1880)に、『呪文』と『遠い祖国の岸辺を求めて』
は、閉じく、オデッサ時代に熱愛した女性で、オデッサの貿易商で劇場支
配人リーズ、ニチの夫人、アマーリア(1803・1825)に捧げられたとする説が有
力である。『オネーギン』の「旅の断章Jの中に詩人がオデ、ッサの劇場につい
て回想する場面があり、様々な魅力を列挙したあとで、次のような描写があ
る。「ボックス席に、輝くばかりに美しい女/貿易商の若々しい奥さんは/う
ぬぼれ高くまた悩ましげに/取り巻き連中に固まれていたいこれがアマー
リアを指すことは間違いないだろう。同時代人の回想に拠ると、アマーリアは
「若くて背が高く、すらりとした美しい女性で、特に魅力的だったのはその燃
えるような瞳と、驚くほど形の整った白い首と、膝までたれた豊かな黒髪であ
ったjとされる。性格は「陽気で、奔放な生活を送りJrパカ騒ぎや踊りが大
好きで、カルタに熱中しJr彼女の周りにはいつも取り巻き連中がいたJそうで
ある。 4 1824年初頭に第二子出産後、アマーリアは肺病の症状が悪化し、
医者に転地療養を勧められて 5月にイタリアに向けて出発し、翌年トリエス
テで他界した。 5 しかし、 1830年に書かれた二つの作品をアマーリア・リーズ
ニチと結びつけることに異論を唱える意見もある。《死んだ恋人》の形象はア
マーリアの死ぬ前にも書かれていたこと、彼女が死んだときには、 詩 人の感
情はすでに消えて冷めていたこと、彼女に対する情熱は嫉妬に駆られた激
しいものであったが、一時的なもので、生涯詩人の心に痕跡を残すような悲
劇的なものではなかったこと、などがその理由とされている。しかしながら、ア
マーリアに関連すると見られる詩は少なくない。『夜J](1823年)、『ぼくの妬
ましい夢想を許してくれますかJ]( 1823年)、『すべては終 った、 二人の聞に
関係はないJ](1824年)、『故国の青い空の下でJ](1826年)、『呪文J](1830 
年)、『遠い組国の岸辺を求めてJ]( 1830年)などがある。更に、『エヴゲーニ
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イ・オネーギン』第 6章の省略された連(第 15章、 16章)や詩[思い出』の
削除された後半部分に登場するこ人の女性の《影》のひとりがアマーリアを
指すとされている。従って、結婚を間近に控えた詩人のもとへ昔の恋人が再
び《影》となって現れたというのは不自然ではないように思われる。
3 
ボルジノに向かうときに詩人は数冊の本を持参したが、その中に 1829年
にパリで出版された英国の4名の詩人の l巻本の作品集が入っていた。
“The Poetical Works of Milman， Bowels， Wilson and Barry Cornwall. 
Paris， 1829" である。パリ ・ー コーンウオールとウィルソンがボルジノの創作
に与えた影響は計り知れない。プーシキンの詩『呪文』はコーンワオールの
同名の詩に触発されて書かれたものとされる。「ボルジノでプーシキンは様々
な作品に混じって、小品『呪文』を書いた。バリー・コーンウオールの中に同
じ題名で、ほとんど同じ冒頭(もしも~)の詩が見られる。 J r冒頭だけでなく、
その後の展開も一致していることは間違いない。プーシキンは全体的にコー
ンウオーノレの構成を踏襲している。 Jrプーシキンとコーンウオーノレとが著しく
異なっているのは最終部分である。何が詩人をして自らの呪文で恋人の影
を不安にさせるのか?コーンウオールではあの世への強い関心であり、プー
シキンの場合は、全く別の感情、地上の、余りにも地上的感情である。 J6 
原作((An In voca t ion))は 7連(1連は 6行)から構成されているが、プーシキ
ンはそれを 3連(1連は 8行)に、約半分に縮小している。原作の大意は次
の通りである。
トもしもこの薄暗い、静まり返った時刻に精霊たちが明るい住家を離れて、
夜の風に乗って飛朔し、生者のように、人間の目の前に現れることが出来る
のならば、 2.来たれ、死んだマーセリアよ、汝、輝く額に昔の美を湛えて、荘
厳な光景がし、かなるものであれ、もう一度汝を一目 見ょうがため、 3.或いは、
もしも汝がデーモンか、浮遊する影か、それとも松明の明かりと太鼓の音で
兵士の眠りを乱すために現れる血塗れの亡霊であろうとも、来たれ、私は汝
を欲する。 4 私は語るだろう、誉ある勇士について、死者たちについて、彼
らの暗い住家について、そしてその不思議な静寂を感じ、そして聖体を受け
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ずに埋葬された者たちを哀悼し、遠くでぽっかりと口を開けている墓場がそ
の幽霊の如き両手を差し伸べる様を見、私の死の宣告を耳にしたい、 5.そ
して知りたいのだ、死者たちがどれだけの問暗い臥所に横たわるのか、彼ら
は感じることがあるのか、影たちの神秘の国で喜んだり泣いたりできるのか。
汝を呼び招く、ここに、今すぐに現れよ。 6.しかし汝、光り輝く精霊よ、誰より
も早く自らの青い家を受け継いだ場所で、自由に街復い歩き、星々から訪
れる光のように、天上からわれわれに微笑を注いでくれる、 7.それならば永
遠に私の星であれ、柔和で優しい女(ひと)よ、私は夜にはいつも振り向くだ
ろう、心を和める光の方向に、そして汝が私を見ている問、天国の微笑に満
たされていると思うだろう。
恐らくは、この詩を読んでプーシキンの意識の中に同じく若くして他界し
た昔の恋人アマーリアへ思い出が再燃したであろうことは想像に難くない。
プーシキンの詩『呪文』の大意は次のようである。
『呪文J](1830年)
おおもしもほんとうならば真夜中
生ある者すべて寝静まっている時に
天上からの月のひかりが
墓場の墓石の上に降り注ぐということが、
おおもしもほんとうならばその時に
静まりかえった墓場は空になるということが一
わたしは影を呼びまねく わたしはリーラを待つ
わたしのもとへ友よここへここへ !
現れいでよ恋する影よ
別れを前にした時のあなたが
冬の日のように、青ざめ、凍えていたように
臨終の苦しみで歪められていたように。
ここへおいで遠い星のように
軽やかな響きか息吹のように
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あるいは恐ろしい幻のように
私にはなんでも檎わなし、:ここへ!ここへ!
おまえを呼びまねくのは
悪意をもってわたしの友を殺めた
人たちを質めるためでもないし
『遠い祖国の岸辺を求めて』考
あるいは墓場の秘密を聞き出すためでもない
それはまたときおり疑念に駆られて
苦しみ悩むためでもないただ想い焦がれて
こう言いたいのだいまでも愛している
いまでも私はおまえのもの。だからここへ、ここへ !
全体として両者の詩が類似していることは間違いない。しかし相違も見受け
られる。コーンウオールの詩は三つの段落に分けることが可能である。第一
は、 1"'3速で、死んだ女性(マノレセリア)に姿を現してこの世に来ることを呼
びかけている。第二は、 4・5連で、作者は彼岸の世界の秘密に対する関心
を示し、呼びかけた影からそれらの秘密を聞きだそうとし、更には自分自身
の運命の秘密も影に尋ねようと願う。第三には、 6・7 連で、恋人は星となっ
て自分を見守り、天上の微笑で彼を照らしてくれるだろうとしづ確信を告げる。
プーシキンの詩の第 l連は原作の第 l連・第 2連に呼・応し、条件節で始ま
り、恋人(リーラ)の影を呼び招く。第 2連は原作の第 2述、第 3連に対応
し、影の姿をいろいろと想、像する。しかし第 3連は原作と呉なっている。プー
シキンの作品の叙情的主人公は墓場の秘密を知ることを望んでいないし、
また、恋人が高い空から星となって彼に微笑むことも望んでいない。彼にとっ
て彼岸と此岸の区別、その境界は存在していないかのように思われる。 7 プ
ーシキンの感情はより具体的である。《いまでも愛している》、れ、までもおまえ
のものだ》、そして魔法の呪文のように、《ここへここへ》を二:度繰り返し、詩
人の感情の高まりを端的に表している。
持『呪文』における詩人の感情はアマーリア・リーズニチ個人に対する詩
人の真情を表したものであろうか。 1826年に書かれた詩『故国の青い空のも
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とで』はプーシキンが彼女の言卜報に接して書いた作品で、創作は 1826年 7
月 29日とされている。 2年前に嫉妬に苦しみながら熱烈に恋した女性の死
に対して、何故か詩人の反応は冷ややかなものであった。その詩を引用して
おく。
『故国の青い空の下で~(1826 年)
故国の青い空のもとで
あの女(ひと)は悩みつつ病みおとろえ
ついに萎れ果てたきっとわたしの頭上を
若い影がすでに飛びまわっていただろう。
けれどこ人の聞には越えがたい垣が横たわる。
いたずらに感情を呼び覚まそうとした。
冷ややかに語る口から私は死の報せを聞いたが
冷ややかに言卜報に耳を傾けた。
あれほど熱烈な心で愛した人なのに
あれほどせつなく張りつめた気持ちをこめて
あれほど甘く締め付けられた胸の想いを抱いで
あれほど狂気と苦悩に満ちて!
あの苦悩は何処に、あの愛は何処に。ああ、わたしの心には
哀れな、移ろい易い影のために
帰らぬ日々の甘い追憶のために
涙も、繰り言も見出せない。
果たしてこの時点ではアマーリアに対するプーシキンの情熱は冷めていた
のであろうか。 4年後の詩『呪文』と比べても、詩人の感情は余りに冷ややか
なものである。行情詩の「私 」の場合 、作者の個人的体験に基 づいて個人
的心情を吐露する場合と、ある程度個人的感情を抑制し「仮面Jを被って
登場する場合 、更には、作中人物の一人としてのI私 Jが登場する場合 とが
考えられる。『故国の青い空の下で』は最初のタイプに属すると考えていい
だろう。詩人は恋人の言卜報に接してなんら感興が湧いてこないのである。昔
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の感情を呼び覚まそうと努力するのだが、それは無駄であったと告白してい
る。詩人にも何故か分からない。「あれほどせつなく張りつめた気持ちを込め
て愛していたのにjrあれほど甘く締め付けられた胸の想いを抱いて愛してい
たのにJ、彼女への愛惜の念も沸いてこないのは何故なのか。この感情の表
白には作為的なものは感じられない。詩人が悲しみを込めて語っているのは
愛についてではなく、愛の不在であり、死そのものではなく、恋人の死に対
する心の冷たさについてである。この心の冷たさ、無関心さは菅の恋の苦悩
が癒えた結果ではなく、その苦悩の喪失によって新たな悲しみがもたらされ
たのである。詩『故国の青い空の下で』の浄書原稿に書付があった。
YCJl. 0 CM. 2S 
Y 0 c. P.II.M.K.E: 24.8 
この暗号めいた書付は次のように解読されている。 r1826年 7月 25日 リ
ーズエチの言卜報を聞いた。 1826年 7月 24日 ルイレーエフ、ペステリ、ムラ
ヴィヨフ=アポーストル、カホフスキイ、ベストージェフ=リユーミンの言ト報を聞
いたjo1826年 7月 13日にデカブリスト運動の首謀者 5名が処刑された。
彼らは詩人にとって身近な存在であった。処刑者された者たちへの想いは
長らく詩人の脳裏から離れなかった。当時『オネーギン』第 5章を執筆中で
あったが、その草稿に 5名の肖像画と 5人が吊るされた絞首台の絵が織か
れ、「私ももしかしたら、、、 Jというメモが記されている。彼らの処刑の報に接
したのが 1826年 7月 24日であり、その翌 日に恋人の死を聞いたことになる。
プーシキンが自らの心中に「涙も、繰り言もJ見出すことが出来なかったは宜
なるかなである。
4 
ギンズブルグは持情詩の特徴を次のように指摘した。「しかし行情詩には
独自のパラドクスがある。文学の中で最も主観的なジャンルでありながら、他
のいかなるジャンルとも異なり、一般的なものに、普遍性をもっ精神生活の
描写に向けられている。j9 詩『故国の青い空の下で』執筆から約 4年後、
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結婚を間近に控えた詩人が死と隣り合わせの孤絶の状況でコーンウオール
の詩『呪文』を読み、リーズニチへの慕情を再燃させたとしても不思議はない
だろう。更に、エレジー『呪文』から 40日聞を隅ててエレジー『速い祖国の岸
辺を求めて』を書いたことになる。『遠い祖国の岸辺を求めて』の草稿に次の
ような詩句がある。「遠い異国の岸辺を求めてあなたは生まれた国をあとに
したJ。この草稿から、相手は異国の女性ではなく、祖国を離れて外国に向
かい、外国で他界したロシア女性に捧げられた詩であると主張する研究者
もいる。しかし、プーシキンの生涯でそれに骸当する女性は見出されていな
い。この詩はプ}シキンの伝記的事実と結びつけて検討されてきた。「その
内容は詩人の実際の伝記の中で最も傷ましい苦痛に満ちた頁の l枚であ
る。遠い祖国、イタリアへのリーズニチの出立、彼女との別れ、彼女の死。若
干の形象で詩は直接 1826年のエレジーと呼応している(((遠い祖国》、《永
遠に青い空の下で》、《ああ、空の天蓋が背い光に輝く場所で》、《故郷の
青い空の下で彼女は悩み萎れていった)))。更にその詩と『呪文』とは直接
的結びつきがある。《現れよ、恋する影よ、男IJれを前にしたあなたのように、冬
の日のように、青白 く、冷ややかに)0J 10 しかし伝記的側面からこの詩の内
容を検討すると、事実に反する描写が少なくない。マコゴネンコは次の様に
指摘する。「忘れがたいとき、悲しいときに私はあなたの前でいつまでも泣い
ていたJ。詩にはこの様に書かれているが、実際にこの様なことがあったので
あろうか。プーシキンがリーズニチと訣別した時の資料は残されていない。少
なくともリーズニチは出発する(1824年 5月 l日か2日)までの数ヶ月前は重い
病気であった。また、 f暗い配流の地からあなたは異国の地に私を呼び招い
たjと書かれている。しかし、オデッサは明らかにプーシキンにとり「暗い配流
の地Jではなく、ヨーロッパの香りのする町であった。 f暗い配流の地Jは塾屠
を命じられたミハイロフスコエ村を指すと考えられ、これも事実とは異なる。 11
7 コゴネンコは更に伝記的事実とは異なる描写を指摘しているが、これらの
ことは何を意味するであろうか。この詩がアマーリア・リー ズニチの思い出と結
ばれていることは間違いないであろう。しかし、アマーリア・リーズニチとの思い
出が背景にあるとしても、詩『故国の青い空の下で』の場合とは異なり、『遠
い祖国の岸辺を求めて』の中には詩人の虚構の要素が織り込まれている。
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アマーリア個人ではなく、より一般的な、より普遍的なモチーフ、《死んだ恋
人》の形象に対象が変容していると見られる。つまり、アマーリアに向けられ
た感情は詩『故国の青い空の下で』から 1830年の詩『呪文』を経由して詩
『遠い祖国の岸辺を求めて』に移行するにつれて、個人的感情の表白から
文学的なエレジーのクリ、ンェ、例えば、《リーラを待つ》、《恋する影》、《冬の
日のように蒼ざめ》、《速い星》などの導入によって伝記的要素が削ぎ落とさ
れ、より一般的、普遍的な感情表現の描出に移行したのではあるまいか。
それに応じて、叙情的主人公である「私 jも第一のグノレープから第二のグル
ープの「ね jへ移行していった、と見ることが可能であろう。持『遠い祖国の
岸辺を求めて』におけるアマーリアと作者との関係は、例えば、閉じボノレジノ
の秋に書かれた小悲劇『石の客j]( 11月 4日)の中のドン・ファンとイネーザと
の関係に近い。 f彼女の悲しげな眼差しと血の気の失せた唇に奇妙な快感
があった。不思議なものだ。お前は恐らく彼女を美人とは思わないだろう。そ
の通り、彼女には真に美しいものは少ない。目、ただ目は。そしてあの眼差
し...あのような眼差しには一度も会ったことがないのだ。(• • .) J。オリガとタチ
ヤーナの例で分かるように、プーシキンは外面的な芙と内面的な美を対比
的に描く傾向が見られる。内面的な美は自に表れてくる。死んだ女性への
追憶は伝説上のドン・ファン像には見られないプーシキン作品に独自の特
徴である。叙事詩『コロームナの家j](10月9日)もこの秋に苦かれた作品であ
るが、この中にも美貌を鼻にかけた伯爵夫人とみすぼらしい姿のパラーシャ
の対比的措与が見られる。「伯爵夫人は時としてふと何気なく尊大ぶった
一瞥を彼女(パラーシャを指す)に投げた。しかし彼女はひそやかに心をこめ
てお祈りをしていてそのまなざしに気を散らす風もなかった。そんな彼女の傑
子にはつつしみ深さがやさしく出ていた。一方 伯節夫人はと言えばわれ
とわが身の流行の粋をつくしたあで姿騎慢な人寄せつけぬおのが美貌
にひたすら心をうばわれていた。 J12 (木村彰一訳)民話『死んだ王女と七人
の勇七の話』に登場するお后と主女さまの対比も同僚である。 rw死んだ王
女の話』で主題を動かしている葛藤は外面的な美と内面的な美の《あらそ
し、》である。プーシキンはここでも民衆と同じ目線で女性を見ている。上述し
たように、外面的な美それ自体は民衆の自意識の中に噂敬も感嘆も呼び
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起こさない。遥かに重要なのは内面的美しさである。 J13 内面的に美しい
女性の形象は《死んだ恋人》の形象に接近する。この頃劇詩『ルサルカ』が
書かれているのも示唆的であろう。 2 年後、閉じボルジノの秋において詩
『秋』が普かれているが、その中に生と死の境界に置かれた女性のあやうい
美しさを描いた連がある。「どう説明してよかろう?わたしは秋が好き、/おそ
らくあなたがたもときとして胸を病む乙女を/好ましくおもうのと同じに。死
にさだめられた/あわれな乙女が泣きごとも憤りもみせずにうなだれている。
/色あせたくちびるにはほのかな笑みさえ浮かんでいる。/彼女には墓
場の口のしゃがれ声もきこえない。/その顔にはまだくれないの色がたわむ
れている。/乙 女は今日はまだ生を保っているが明日は死すさだめ。 J14 
(草鹿外吉駅)
ここで『遠い祖国の岸辺をもとめて』の大意を見ておく。
『遠い祖国の岸辺を求めて』
速い祖国の岸辺を求めて
あなたは異国の地をあとにした。
忘れがたいその時、悲しいその時に
わたしはあなたの前で何時までも泣いていた。
わたしのつめたく冷えてし、く両手は
あなたを押し留めようと努めていた、
別れの恐ろしい苦悩を
わたしは岬きつつ中断しないようにと祈っていた。
けれどあなたは苦いくちづけから
みずからの唇をもぎ放した。
時い配流の地から
あなたは異国の地にわたしを招いた。
あなたは語っていた :r再会したその日に
永遠に蒼い空の下で、
オリーブの木陰で、愛のくちづけを
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けれど彼の地の、ああ、蒼宵が
蒼い輝きに光る場所で、
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オリーブの木陰が水面に陰を落とす場所で、
あなたは最後の眠りについた。
あなたの美しさ、あなたの苦しみは
基石の彼方に消え去った、一
再会のくちづけも消えてしまった、、、
けれどわたしはそれを待つ:あなたからのくちづけを。
この詩の中では女性自 身 に関する形容は僅かである。「あなたの美しさJ
とあるだけである。しかし叙情的主人公の女性に対する情感を通して相手
の息吹が感じられるようである。死を宣告された女性 への愛着は、詩『秋』に
見られるように、肺病を病んで死を宣告された女性への、それはまた昔の恋
人アマーリアへの想いに通じるものがある。死んだ恋人の形象は詩『秋』で
捕かれた女性のように衰退、病弱のイメージと結ばれている。詩『呪文』の中
で詩人が見たがっていたのは、男1)れる直前の、死に行く瞬間の女性の姿で
ある。「現れいでよ恋する影よ/別れを前にした時のあなたが/冬の 日のよ
うに背ざめ凍えていたように/臨終の苦しみで歪められていたように。Jこ
こにエロスとタナトスとの結合が見られるだろう。死んだ恋人への断ち難い想
いは愛する人の死に遭遇して永 遠の愛を誓う愛の讃歌になるか、或いは死
んだ恋人との地上での再会を熱望する空想的な願望の形をとることが多い
のではあるまいか。
5 
ボロデインがプーシキンの詩『遠い祖国の岸辺をもとめて』に曲をつけたの
は友人の作曲家ムソノレグ‘スキイの死が契機になったとされる。「遂に 1881年
に、ムソルグスキイの死の影響を受けて、ある意味ではロシア声楽曲では唯
一の、抑制された、しかし深い悲しみにおいては古典的なエレジー『速い祖
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国の岸辺をもとめてJが誕生した。その主要な旋律は、語りかけるような朗読
調から始まって、幾度か上昇・下降を繰り返してクライマックスに辿り着く。そ
れはゆったりとした荘重な響きを持ち、押し殺された働突を湛える。この様に
近親者と別れを告げるときには歯を食い縛り、顔の筋肉をひとつひとつ強張
らせるだろう。私はボロデインの概念に近し、《抑制された作品》として 2作品
を挙げることができる。シューマンの「私は怨まない」とグリンカの「疑しリであ
る。 J15 作曲家はこの詩の中に死者に対する熱い追悼の念に呼応するもの
を見出したのだろう。ボロデインの曲は葬送の曲想である。働突の悲しみが
ある。しかし、それと同時に、そこには死んだ者への限りない愛惜の想いが込
められている。
叙事詩『コロームナの家』に次のような描写がある。「民族にしろ家族に
しろわれわれロシヤの族(うから)は全部/御者の末から詩の第一入者に
至るまで/もの憂い歌を歌うのだ。ロシヤの歌は/さながら悲しい号泣だ。こ
れこそあまねく知られた特徴だ!/祝いの調子ではじまる歌も/おわりはき
っと挽歌になる。詩人の歌も/娘の歌もみな悲しみの味がする。/けれども
ぼくは悲調を帯びたその旋律が大好きだ。 J(木村彰一訳) プーシキンは
民衆の回線で民衆の心情を詩に表現した。その意味では『速い祖国の岸
辺を求めて』に描かれている《死んだ恋人》への想いはアマーリア・リーズニ
チに対する詩人の個人的心情だけではなく、ロシア人の心の琴線に触れる
何かを表現していると思われる。その意味で、ムラヴィヨーヴァの次の指摘は
特筆に価する。 I民族をひとつの家族に結びつける共通のものは、悲しみと
憂いがうんざりした気分やいらいらした気分を呼び起こすのではなく、反対に、
《心を温め》、《愛情を呼び起こし》、心を魅了するという点にある。同様に、
青ざめた美しさと哀願に満ちた歌を歌う悲しげで病的な娘の形象は《ロシア
の娘》と《ロシアのミューズ》とを表現したものなのである。 J16 1826年の詩『故
国の青い空の下で』ではアマーリア・リー ズニチに対する詩人の個人的心情
が描かれていた。しかし 1830年に書かれた詩『呪文』と『遠い祖国の岸辺を求
めて』では、上述したように、作者の《私》も、《恋する影》、《リーラ》とし、う表現
などは個人的特徴を失って、第2のグ、ル}プの《私》に移行している。作者は
ロマン主義的なエレジ一作家の仮面の下により普遍的な感情表現に向か
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っているのである。持情詩の作者《私》が仮面を被って登場する第 2のグル
ープの作品では、「作者の意識が(次第に)消されてゆき、(それに伴って)
様々な時代がよみがえり、それらの作品の中でプーシキンは様々な文化の
民族的精神を究めてし、く。 J1 7 ロマンス「遠い祖国の岸辺をもとめてjはアマ
ーリアに対する詩人の愛惜の想いとムソルグスキイに対するボロデインの追
悼の想いが重層的に絡み合い、その結果として、それぞれの個人の私的感
情ではなく、ロシア民族をひとつの家族に結びつけるような、或いはすべての
人々の心に無条件で訴えるような悲しみの情を表わしている。深い悲しみを
表現した作品であるが、しかし、プーシキンの詩もボロデインのロマンスも読
者の心に、あるいは聴衆の心に悲しみの澱を残すことはない。そこには救い
がある、読者や聴衆の心を《温める》何かがある。それは何かと言えば、最後
の一行にその秘密が隠されているのではないか。 1830年、同じ(ボ、ルジノの秋)
にプーシキンは詩『エレジー』と詩『英雄』を書いている。詩『エレジー』では、
「わが行く手は暗い/未来の波騒ぐ海が/骨折りと悲しみを私に約束して
いる。/けれど、友よ、私は死にたくはなし、;/私は生きたい想い苦しむた
めに;/し.)/もしかしたら私の悲しい日没を/愛が別れの微笑みで照ら
すこともあろうJと歌い、詩『英雄』の中では、「無数の下劣な真実よりも私に
は尊いのだ/心を高尚にするいつわりがJと歌われている。「わたしはそれを
待つ.あなたからのくちづけを10((死んだ恋人》との再会の可能性は《いつわ
り》であろう。しかしそれを信じ、それを願う想いは死の悲しみを克服する愛の
力の象徴ではなかろうか。死の悲しみがどんなに暗い色調で未来を描こうと
もその先に明るい光をのぞかせているのである。心を高める《いつわり》の存
在こそが救いをもたらすのではあるまいか。
トルストイが 1900年 3月 13日付けの日記に次のように記しているのは象徴
的であろう。r(.ー )芸術、詩歌 :W速い祖国の岸辺を求めて』などなど、絵画、
特に音楽は芸術が発生するところには何か比類なく良いもの、善良なもの
があるという考えを与えてくれる。ところがあそこには何もない。 J18 ところで、
《あそこ》とは何を指しているのか。
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